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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
交換可能な二次電池（２）と、
前記二次電池を対象にして使用済み二次電池を充電済み二次電池に交換する充電スタンド
（２０）と、
前記二次電池の流通価値の基準及び充電スタンドの在庫を含む情報を管理する管理ステー
ション（１０）と、
前記充電スタンドに設けられた端末（２１）とネットワーク（６）を介して接続された管
理ステーションに設けられたサーバ（１１）及び記憶装置（７）とから構成された二次電
池流通システムであって、
　前記記憶装置は、
　　二次電池の規格の情報及び前記充電済み二次電池の流通価値が登録されている充電済
み二次電池の流通価値のデータベースと、
　　各査定項目（Ｉ，ＩＩ，ＩＩＩ，・・・）の情報に対して前記規格の点数が対応させ
られている査定項目のテーブル（４１，４２，４３，・・・）と、
　　前記点数の合計に対して前記規格の使用済み二次電池の流通価値が対応させられてい
る使用済み二次電池の流通価値のテーブルとを備え、
　前記サーバは、
　　前記端末から送信された前記規格及び前記査定項目の情報を受信し、前記規格及び前
記査定項目の情報を基に前記査定項目のテーブルを検索して対応する点数を査定項目毎に
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それぞれ抽出し、前記抽出された点数の和を計算し、前記点数の和の計算結果を基に前記
使用済み二次電池の流通価値のテーブルを検索して対応する使用済み二次電池の流通価値
を抽出すると共に、
　　前記規格の情報を基に前記充電済み二次電池の流通価値のデータベースを検索して交
換可能な充電済み二次電池の流通価値を全て抽出する使用済み二次電池の流通価値判定手
段（１２）を備え、
　前記端末は、
　　前記使用済み二次電池の流通価値と前記交換可能な充電済み二次電池の流通価値との
差を計算し、前記計算結果をそれぞれ表示させる二次電池の流通価値提示手段（２３）と
、
　　前記使用済み二次電池の流通価値と選択された前記交換可能な充電済み二次電池の流
通価値との差額を決済する決済手段（２４）とを備える
ことを特徴とする二次電池流通システム。
【請求項２】
請求項１に記載された二次電池流通システムにおいて、さらに、
　前記サーバは、
　　前記決済後、前記規格及び前記査定項目の情報を基に前記使用済み二次電池の充電、
修理、搬送及び廃棄を含む後処理の判定を行う使用済み二次電池の後処理判定手段（１３
）と、
　　前記端末から送信される後処理された前記使用済み二次電池の情報を基に前記充電済
み二次電池の流通価値のデータベースを更新する使用済み二次電池の後処理反映手段（１
４）とを備える
ことを特徴とする二次電池流通システム。
【請求項３】
請求項１又は請求項２に記載された二次電池流通システムにおいて、
前記二次電池が家庭用電源、風力発電装置及び太陽光発電装置のいずれか１つに接続され
、充電できることを特徴とする二次電池流通システム。
【請求項４】
請求項１乃至３のいずれか１項に記載された二次電池流通システムにおいて、
前記二次電池の交換に対する決済手段がネットバンクシステム（５０）に接続された電子
決済であることを特徴とする二次電池流通システム。
【請求項５】
請求項１に記載された二次電池流通システムにおいて、
前記二次電池は、送電網（５３）に接続されると共に、
　前記送電網（５３）から供給される電力で充電され、
前記送電網は、前記ネットワーク（６）に接続されたサーバ（５５）を備えると共に、
　風力発電システム及び太陽光発電システムを含む発電所に接続され、
前記サーバ（５５）は、
　前記ネットワークを介して前記二次電池に送電する電力量の信号及び前記発電所の各発
電量の信号を取得し、
　前記二次電池に送電する電力量の信号と前記発電所の発電量の信号とに基づいて、
　前記二次電池に送電する電力量を供給できる前記送電所を１箇所以上選択し、
　前記選択された送電所から前記二次電池までの送電経路の中から、
　　電力量の損失の少ない送電経路を決定する
ことを特徴とする二次電池流通システム。
【請求項６】
　請求項１に記載された二次電池流通システムにおいて、
前記二次電池は、送電網（５３）に接続されると共に、
　前記二次電池の電力を前記送電網に供給し、
前記送電網は、前記ネットワーク（６）に接続されたサーバ（５５）を備えると共に、
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　電気機器に接続され、
前記サーバ（５５）は、
　前記二次電池から前記電気機器までの送電経路の中から、
　　電力量の損失の少ない送電経路を決定する
ことを特徴とする二次電池流通システム。
【請求項７】
請求項６又は７に記載された二次電池流通システムにおいて、
前記二次電池の交換に対する決済手段がネットバンクシステム（５０）に接続された電子
決済であることを特徴とする二次電池流通システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、交換可能な二次電池において、使用済み二次電池の流通価値を判定し、その
使用済み二次電池の流通価値をもとにした交換サービスを提供する二次電池流通システム
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、交換可能な二次電池は、携帯電話、パソコン等の電子機器又は電気機器用の
バッテリ、電気自動車等の電気車両用のバッテリ又は発電装置の電源等で種々利用されて
きた。
【０００３】
　特に、環境・エネルギー問題から、自動車の低公害化、省エネルギー化として電気自動
車は注目されている。
【０００４】
　電気自動車用二次電池は、大型であり、単独での持ち運びには不便である。また、その
充電にも特殊な充電器が必要であり、充電時間は長い。このため、ガソリンスタンドのよ
うに、電気自動車用二次電池の充電ステーションが各地に設置されても、電気自動車の普
及の大きな起因とはならず、それに伴う電気自動車用二次電池の市場拡大も見込めない。
【０００５】
　また、電気自動車用二次電池では、充電残量により、電気自動車の走行距離が制限され
るため、電気自動車の長距離走行には、予備の電気自動車用二次電池又は代替エネルギー
を準備する必要がある。
【０００６】
　そこで、電気自動車用二次電池を着脱容易にするためにカセット型化し、エネルギー供
給ステーションにて使用済み二次電池を充電済みの二次電池に交換する電気車両用エネル
ギー供給システムが開示されている（特許文献１）。
【０００７】
　また、電気自動車用二次電池を貸与し、サービスステーションでバッテリを交換するこ
とにより、迅速に電気自動車の走行を再開し、電気自動車の走行距離を延ばすことを可能
にする給電サービスシステムも開示されている（特許文献２）。
【０００８】
　また、通信回線網を介して二次電池の交換可能な電気スタンドを案内する二次電池電源
供給システムも開示されている（特許文献３）。
【０００９】
　さらに、ユーザ側でも充電可能な二次電池を対象にして、出先の電池交換サービス提供
店舗等で使用済み二次電池を充電済みの二次電池と交換する電池交換サービスシステムも
開示されている（特許文献４）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
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【特許文献１】特開２００１－５７７１１号公報
【特許文献２】特開２００２－１４０３９８号公報
【特許文献３】特開２００４－２１５４６８号公報
【特許文献４】国際公開番号：ＷＯ２００６／０９０６３６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　しかし、電気自動車用二次電池の流通価値を考慮すると、特許文献１では、カセット型
二次電池の充電された電気量に対して、特許文献２では、二次電池の電力の使用量とサー
ビス内容に対して、特許文献３では、二次電池を充電する電力量とサービスに対して、特
許文献４では、二次電池の電気量に対して決済が行われ、二次電池自体の価値判断はされ
ていない。
【００１２】
　これは、常に二次電池の性能が同じであるとの前提で決済がなされ、性能劣化や新規開
発による性能向上等を考慮していないためであると考えられる。
【００１３】
　また、特許文献１乃至４では、各システム内において個々の二次電池と顧客を管理する
必要がある。
【００１４】
　以上のことは、電気自動車用二次電池の自由な流通及び普及を妨げる一つの要因になる
と考えられる。
【００１５】
　本発明は、二次電池の自由な流通を可能にし、二次電池の流通を促進する二次電池流通
システムを提案する事を主たる技術的課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明に係る二次電池流通システムは、交換可能な二次電池２と、前記二次電池を対象
にして使用済み二次電池を充電済み二次電池に交換する充電スタンド２０と、前記二次電
池の流通価値の基準及び充電スタンドの在庫を含む情報を管理する管理ステーション１０
と、前記充電スタンドに設けられた端末２１とネットワーク６を介して接続された管理ス
テーションに設けられたサーバ１１及び記憶装置７とから構成された二次電池流通システ
ムであって、前記記憶装置は、二次電池の規格の情報及び前記充電済み二次電池の流通価
値が登録されている充電済み二次電池の流通価値のデータベースと、各査定項目（Ｉ，Ｉ
Ｉ，ＩＩＩ，・・・）の情報に対して前記規格の点数が対応させられている査定項目のテ
ーブル（４１，４２，４３，・・・）と、前記点数の合計に対して前記規格の使用済み二
次電池の流通価値が対応させられている使用済み二次電池の流通価値のテーブルとを備え
、前記サーバは、前記端末から送信された前記規格及び前記査定項目の情報を受信し、前
記規格及び前記査定項目の情報を基に前記査定項目のテーブルを検索して対応する点数を
査定項目毎にそれぞれ抽出し、前記抽出された点数の和を計算し、前記点数の和の計算結
果を基に前記使用済み二次電池の流通価値のテーブルを検索して対応する使用済み二次電
池の流通価値を抽出すると共に、前記規格の情報を基に前記充電済み二次電池の流通価値
のデータベースを検索して交換可能な充電済み二次電池の流通価値を全て抽出する使用済
み二次電池の流通価値判定手段（１２）を備え、前記端末は、前記使用済み二次電池の流
通価値と前記交換可能な充電済み二次電池の流通価値との差を計算し、前記計算結果をそ
れぞれ表示させる二次電池の流通価値提示手段（２３）と、前記使用済み二次電池の流通
価値と選択された前記交換可能な充電済み二次電池の流通価値との差額を決済する決済手
段（２４）とを備えることを特徴とする。
【００１７】
　本発明に係る二次電池とは、繰返し充放電ができる電池のことであり、一般的にその充
電した電気を使用しなくても、時間と共に蓄えた電気が徐々に失われる。この現象を自然
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放電という。この自然放電の量は二次電池の種類や保存状態などによって異なる。
【００１８】
　本発明に係る二次電池は、鉛蓄電池、ニッカド電池、ニッケル水素電池、リチウムイオ
ン電池等、現存する種々の二次電池や今後開発される二次電池等も考慮でき、種類は問わ
ない。
【００１９】
　二次電池の交換可能な形態としては、カセット型やパック状など種々存在するが、汎用
性及び流通性の向上のため好ましくは規格を統一する方が良い。
【００２０】
　本発明に係る充電スタンドとは、主に使用済み二次電池を充電済み二次電池に交換する
サービスを提供する拠点である。
【００２１】
　充電スタンドでは、使用済み二次電池を充放電し、好ましくは常時各種一定数の充電済
み二次電池の在庫を保管すると良い。
【００２２】
　この充電スタンドは、ガソリンスタンドのように広範囲に多数点在するが、既存のガソ
リンスタンド等と併設されると、利便性も向上し、新たに建設するための必要経費も抑え
られる。
【００２３】
　本発明に係る管理ステーションとは、主に二次電池の流通価値の基準と各充電スタンド
の充電済み二次電池の在庫を管理する拠点である。
【００２４】
　管理ステーションでは、主に各充電スタンドに設けられた端末に対して使用済み二次電
池の流通価値及び使用済み二次電池の処理の情報を送信する。
【００２５】
　管理ステーションは、負荷分散のため、各地域毎に設けても良い。
【００２６】
　本発明に係る使用済み二次電池の状態確認手段では、充電スタンドにおいて、使用済み
二次電池の目視等の不良検査を実施後、充電スタンドに設けられた端末に使用済み二次電
池の製造番号、製造年月日及びメーカー等を含む固有情報と測定機器で取得された充放電
回数や充電残量等を含む電気的な情報を取得する。
【００２７】
　ここで、充放電回数等の履歴が必要な情報は、必要な取得情報から外したり、履歴を管
理した同一の測定機器で測定したり、二次電池本体に情報記録部を設け、その情報記録部
に充放電回数等の履歴を記録しておき、測定器でその履歴情報を読み取る等種々考えられ
、適宜取得する。
【００２８】
　よって、好ましくは二次電池にＩＣチップやメモリ等の情報記録装置と情報出力装置を
設け、これにより二次電池の情報取得がより容易になり、迅速に確認処理が終了する。
【００２９】
　本発明に係る二次電池流通システムでは、二次電池の流通価値の基準を予め定めておき
、各拠点に設けられた充電スタンドにおいて、使用済みの二次電池と予め準備された充電
済み二次電池を交換する際に、前記二次電池の流通価値の基準から本発明に係る状態確認
手段で取得された使用済み二次電池の情報をもとに流通価値を判定する。
【００３０】
　二次電池の流通価値の基準は、管理ステーションに設けられたサーバやネットワークに
接続された外部記憶装置等において、予めデータベースとして二次電池の条件毎に登録し
ておくことが好ましい。ここで、二次電池の条件とは、二次電池の情報を各クラス分けに
する範囲である。例えば、製造年月日が２００８年１月１日～２００８年１２月３１日（
２００８年製）等である。
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【００３１】
　また、二次電池の流通価値の基準は、二次電池の流通、在庫状況等によっても変動する
ため、定期的に修正等の保守が必要である。
【００３２】
　使用済み二次電池の流通価値の判定とは、上記データベースから本発明に係る使用済み
二次電池の状態確認手段で得られる二次電池の情報に合致するデータを抽出する（取得す
る）ことである。この抽出されたデータが本発明に係る二次電池システムの使用済み二次
電池の流通価値となる。
【００３３】
　一般的に初期取引として新品の二次電池は従来の流通価値（相場）で取引されているが
、一旦市場で販売されて使用された二次電池の流通価値は不明であり、さらにその二次電
池を流通させる場合には、新たに流通価値を定める必要がある。このため、本発明に係る
二次電池流通システムでは、独自に予め二次電池の流通価値を定めている。
【００３４】
　本発明に係る二次電池流通システムでは、この使用済み二次電池の流通価値と予め登録
された在庫の二次電池から交換候補である充電済み二次電池の流通価値を充電スタンドに
設けられた端末に送信し、二次電池を交換するユーザに対して、ユーザが持ち込んだ使用
済み二次電池の流通価値、在庫にあって交換候補の充電済み二次電池の流通価値及び各々
の二次電池の流通価値の差をリスト等で提示する。
【００３５】
　ここで、二次電池の流通価値の差とは、以下の式で表される。
【００３６】
　二次電池の流通価値の差＝「在庫にあって交換候補の充電済み二次電池の流通価値」－
「使用済み二次電池の流通価値」・・・（１）
【００３７】
　ユーザは、この使用済み二次電池の流通価値をもとに前記リストで提示された交換候補
である充電済み二次電池を選択し、前記二次電池の流通価値の差に対する決済を行う。
【００３８】
　例えば、在庫にある未使用の充電済み二次電池（この二次電池の流通価値を買取価格と
する。）とユーザの持ち込んだ２００８年製の使用済み二次電池（この流通価値を下取価
格とする。）を交換する場合、ユーザは、（買取価格－下取価格）の費用を支払（受け取
）って二次電池の交換をすることになる。
【００３９】
　ここで、この決済において、別途手数料等の費用が必要な場合は、前記リストと同時に
提示することも可能である。また、予め手数料等の費用を在庫にある充電済み二次電池の
流通価値に含めておくことも可能である。
【００４０】
　本発明に係る二次電池流通システムの二次電池の交換に対する決済手段では、一般的に
ユーザから二次電池の交換に対する費用の支払いがあった場合に、その決済の完了を管理
ステーションに通知することである。これは、二次電池の交換において在庫に無くなった
充電済み二次電池と引き取った使用済み二次電池を管理ステーションで管理している在庫
データに反映するために実施される。
【００４１】
　本発明に係る二次電池流通システムでは、前記決済手段後に使用済み二次電池の充電、
修理、搬送及び廃棄を含む後処理の判定を行う使用済み二次電池の後処理判定手段１３と
、前記使用済み二次電池の後処理判定手段で判定された使用済み二次電池の後処理手段２
５と、前記使用済み二次電池の後処理手段で完了した使用済み二次電池の後処理を在庫情
報に反映する使用済み二次電池の後処理反映手段１４とを備えることもできる。
【００４２】
　これは、本発明に係る二次電池流通システムにおいて前記決済後引き取られた使用済み
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二次電池を再度利用するために、充電スタンドで引き取られた使用済み二次電池の充放電
や修理を行い在庫としてストックしたり、在庫の足りない充電スタンドに搬送する。また
、引き取られた使用済み二次電池が不良品で充電スタンドにおいて対処できない場合には
、廃棄され、又はリサイクル業者等に引き渡しされる。
【００４３】
　本発明に係る二次電池流通システムでは、引き取られた使用済み二次電池の後処理は、
管理ステーションにおいて判定され、その判定された後処理を充電スタンドにおいて実施
する。
【００４４】
　さらに、その後処理の完了後に予め登録された在庫の二次電池の情報に反映する。
【００４５】
　例えば、引き取られた使用済み二次電池を充放電して在庫とした場合は、予め登録され
た在庫の二次電池の情報にどの充電スタンドの充電済み二次電池であるかを追加登録する
。
【００４６】
　本発明に係る二次電池流通システムにおいて、ネットワークを介してサーバ１１に接続
され、使用済み二次電池の状態確認手段２２と二次電池の流通価値提示手段２３と二次電
池の交換に対する決済手段２４を実施する端末２１は、二次電池の情報を取得する情報取
得部２１ａと、前記情報取得部で取得した二次電池の情報と入力された使用済み二次電池
の情報を前記サーバに送信する情報送信部２１ｂと、前記情報送信部で送信された二次電
池の情報をもとに、前記サーバにおいて判定された前記二次電池の流通価値と交換可能な
二次電池の情報を受信する情報受信部２１ｃと、前記情報受信部で受信した二次電池の情
報及び二次電池の交換料を表示する情報表示部２１ｄと、前記情報表示部で表示された二
次電池の交換料を決済する交換決済部２１ｅと、前記交換決済部で決済された後に交換前
後の二次電池の情報を前記サーバに送信する決済後の情報送信部２１ｆとを備える。
【００４７】
　さらに、使用済み二次電池の後処理手段２５を実施する前記端末２１は、前記決済後の
情報送信部で送信された交換前後の二次電池の情報をもとに、前記サーバにおいて判定さ
れた交換後引き取った二次電池の処理の情報を受信する決済後の情報受信部２１ｇと、前
記決済後の情報受信部で受信された交換後の二次電池の処理の情報を表示する決済後の表
示部２１ｈと前記決済後の表示部に表示された交換後の二次電池の処理の完了の情報を前
記サーバに送信する処理完了送信部２１ｉとを備える。
【００４８】
　また、本発明に係る二次電池流通システムにおいて、ネットワークを介して端末２１に
接続され、使用済み二次電池の流通価値判定手段１２を実施するサーバ１１は、前記端末
から送信された二次電池の情報を受信するサーバの情報受信部１１ａと、前記サーバの情
報受信部で受信された二次電池の情報をもとに、前記二次電池の流通価値を判定する価値
判定部１１ｂと、交換可能な二次電池の情報を予め記憶する情報記憶部７ａと、前記価値
判定部で判定された二次電池の流通価値と前記情報記憶部で予め記憶された交換可能な二
次電池の情報を端末に送信するサーバの情報送信部１１ｃとを備える。
【００４９】
　さらに、使用済み二次電池の後処理判定手段１３と使用済み二次電池の後処理反映手段
１４を実施する前記サーバ１１は、前記サーバの情報送信部で送信された二次電池の情報
をもとに、前記端末において決済された二次電池の交換の情報を受信する決済後のサーバ
の情報受信部１１ｄと、前記決済後のサーバの情報受信部で受信された二次電池の交換の
情報をもとに、交換後引き取った二次電池の処理を判定する処理判定部１１ｅと、前記情
報記憶部に予め記憶された交換可能な二次電池の情報を変更する交換後の変更処理部１１
ｆと、前記処理判定部で判定された交換後引き取った二次電池の処理の情報を端末に送信
する決済後のサーバの情報送信部１１ｇと、前記決済後のサーバの情報送信部で送信され
た交換後引き取った二次電池の処理の情報をもとに、端末において交換後引き取った二次
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電池の処理を完了後送信された処理の完了の情報を受信する交換後のサーバの情報受信部
１１ｈと前記交換後のサーバの情報受信部で受信された交換後引き取った二次電池の処理
の完了の情報をもとに、前記情報記憶部に予め記憶された交換可能な二次電池の情報を変
更する処理完了後の変更処理部１１ｉとを備える。
【００５０】
　本発明に係る二次電池流通システムでは、使用済み二次電池の情報取得、その二次電池
の流通価値の判定、二次電池の流通価値による交換の案内、二次電池の交換に対する決済
及び引き取った使用済み二次電池の後処理を一連のシステムにすることで、二次電池の充
電作業よりも短時間作業である二次電池の交換作業をより効率的に短時間で実施すること
ができる。
【００５１】
　また、二次電池の流通価値の判定のみの交換作業であるため、ユーザを特定せずに二次
電池を交換でき、さらに、ガソリンスタンドのように充電スタンドの広範囲な整備により
、電気自動車の利便性はより向上し、電気自動車の普及とそれに伴う電気自動車用二次電
池の市場拡大も図ることができる。
【００５２】
　なお、本発明に係る二次電池流通システムは、電気自動車用二次電池だけを対象にして
おらず、携帯電話、パソコン等の電子機器又は電気機器用のバッテリ、電気車両用のバッ
テリ又は発電装置の電源等も対象とできる。
【００５３】
　本発明に係る二次電池流通システムにおいて、二次電池の充放電装置が家庭用電源、風
力発電装置及び太陽光発電装置の少なくともいずれか一つに接続され、充電することも可
能であり、風力発電装置及び太陽光発電装置の接続においては、省エネルギー対策及び環
境対策のより一層の効果が期待できる。
【００５４】
　本発明に係る二次電池流通システムにおいて、二次電池の充放電装置がスマートグリッ
ド５３に接続されていても良い。スマートグリッド（Smart Grid）とは、サーバや端末で
構成されるネットワーク等のＩＴ技術を導入した送電網である。送電網は、発電所と、家
庭や会社等と、を結ぶ送電線、変電所や配電線等で構成され、この送電網を用いて発電所
で発電された電力を家庭や会社等に送電する。
【００５５】
　スマートグリッドは、消費者や発電所等の情報から、電力の需要と供給のマッチングを
とることにより、電力の利用を最適化する。例えば、消費者の情報は、ある時間帯の電力
消費量や現在の電力消費量等であり、発電所の情報は、ある時間帯の発電量や現在の発電
量等である。特に、風力や太陽光等の再生可能エネルギーを用いた風力発電システムや太
陽光発電システムは、天候等により発電量が安定しない。このため、スマートグリッドに
より、最適な送電経路を算出し、適した発電所から消費者へ安定して電力を送ることがで
きる。また、発電所が複数の地域に分散していたり、ある地域に集中していたりしても、
同様にして、効率良く発電所から消費者へ安定して電力を送ることができる。
【００５６】
　また、スマートグリッドに充電済みの二次電池を接続することにより、二次電池に蓄え
られた電気をスマートグリッドに供給することも可能である。
【００５７】
　これにより、二次電池の充電を再生可能エネルギーで効率良く実施でき、また、二次電
池に蓄えられた電気を有効に活用できる。そのため、石炭や石油等の枯渇性エネルギーの
消費と、それに伴う二酸化炭素の排出と、を抑え、省エネルギー対策及び環境対策のより
一層の効果が期待できる。
【発明の効果】
【００５８】
　本発明に係る二次電池流通システムによると、交換可能な二次電池に流通価値を付与す
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ることにより、二次電池自体の価値を高めユーザを特定することなく自由に流通させるこ
とができ、さらに、二次電池の効率的な使用が可能となる。
【００５９】
　また、二次電池を利用する機器、装置及び車両等の発展に大きく寄与するため、それに
伴う二次電池の流通市場の拡大が期待できる。
【００６０】
　また、二次電池の充電に風力発電装置や太陽光発電装置を利用することにより、省エネ
ルギー対策及び環境対策のより一層の効果が期待できる。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】本発明に係る二次電池流通システムの構成を示す概略図
【図２】本発明に係る二次電池流通システムの使用済み二次電池の状態確認手段の全体の
流れを説明する図
【図３】本発明に係る二次電池流通システムの使用済み二次電池の流通価値判定手段の全
体の流れを説明する図
【図４】（ａ）は二次電池の流通価値のテーブルをあらわした概略図、（ｂ）は査定項目
のテーブルをあらわした概略図
【図５】本発明に係る二次電池流通システムの二次電池の流通価値提示手段の全体の流れ
を説明する図
【図６】本発明に係る二次電池流通システムの二次電池の交換に対する決済手段の全体の
流れを説明する図
【図７】本発明に係る二次電池流通システムの使用済み二次電池の後処理の判定手段の全
体の流れを説明する図
【図８】本発明に係る二次電池流通システムの使用済み二次電池の後処理の手段の全体の
流れを説明する図
【図９】本発明に係る二次電池流通システムの端末において、情報取得部から交換決済部
までのデータの流れを示す図
【図１０】本発明に係る二次電池流通システムのサーバと端末の処理の全体の流れを示す
図
【図１１】本発明に係る二次電池流通システムにおいて、二次電池の交換に対する決済手
段がネットバンキングの他システムと連携する電子決済である構成を表した概略図
【図１２】本発明に係る二次電池流通システムにおいて、二次電池の充放電装置及び二次
電池の保管庫に備えられた充放電装置又は出力装置がスマートグリッドに接続された構成
を示す概略図
【発明を実施するための形態】
【００６２】
（第１の実施形態）
　図１は、本発明に係る二次電池流通システムの全体を説明する図であり、二次電池流通
システムの構成及び全体の流れを示す概略図である。
【００６３】
　図１に示されるように、本発明に係る二次電池流通システム３０は、管理ステーション
１０と充電スタンド２０がネットーワーク６を介して接続されている。
【００６４】
　管理ステーション１０は、サーバ１１と、管理データ７とを備える。管理ステーション
１０は、主に在庫の二次電池の管理と使用済み二次電池の流通価値の判定を行う。管理デ
ータ７は、サーバ１１の内部記憶装置又はネットワークに接続された外部記憶装置に設け
られる。管理ステーション１０は、負荷分散のため複数設けても良い。
【００６５】
　サーバ１１では、充電スタンド２０に設けられた端末２１とネットワーク６を介して接
続され、主に端末２１から送信される使用済み二次電池の情報を受信してその二次電池の
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流通価値の判定を行い、端末２１にその二次電池の流通価値を送信する。
【００６６】
　このサーバ１１は負荷分散のため複数設けても良い。
【００６７】
　管理データ７では、予め二次電池の流通価値の基準と在庫の二次電池の情報を記録して
いるが、サーバと同様に複数の記憶装置に分散しても良い。
【００６８】
　ここで、予め記録された二次電池の流通価値の基準は、定期的に修正等の保守を実施し
、予め記録された在庫の二次電池の情報は、二次電池の在庫情報が変動する際、つまり、
新規に二次電池を追加するときと、二次電池の交換が行われたときと、交換によって引き
取られた使用済み二次電池が充電により交換可能な在庫となったときとに、削除、変更又
は追加登録等の更新を実施する。
【００６９】
　また、管理ステーション１０は、サーバ１１にプログラムを実行させることにより、使
用済み二次電池の流通価値判定手段１２と、使用済み二次電池の後処理判定手段１３と、
使用済み二次電池の後処理反映手段１４と、を実現している。
【００７０】
　使用済み二次電池の流通価値判定手段１２では、サーバ１１が、使用済み二次電池の状
態確認手段２２で送信された使用済み二次電池の情報を受信し（Ｓ１２１）、その情報を
もとに予め登録された二次電池の流通価値の基準のデータベースから条件に合うデータを
照合して抽出し（Ｓ１２２）、その抽出されたデータ及び在庫にある交換可能な充電済み
二次電池の流通価値を二次電池の流通価値提示手段２３へ送信する（Ｓ１２３）プログラ
ムを実行する。
【００７１】
　使用済み二次電池の後処理判定手段１３では、サーバ１１が、二次電池の交換に対する
決済手段２４から送信された使用済み二次電池の情報を受信し（Ｓ１３１）、その情報を
もとに予め登録された二次電池の在庫の情報を修正する（Ｓ１３２）プログラムを実行す
る。さらに、サーバ１１が、その受信した使用済み二次電池の情報とその修正された二次
電池の在庫の情報をもとに、二次電池交換に対する決済後に使用済み二次電池を充電、修
理、在庫不足の充電スタンドへの搬送、廃棄及び業者への引き渡し等を判定し（Ｓ１３３
）、その判定された情報を使用済み二次電池の後処理手段２５に送信する（Ｓ１３４）プ
ログラムを実行する。
【００７２】
　使用済み二次電池の後処理反映手段１４では、サーバ１１が、使用済み二次電池の後処
理手段２５において送信された使用済み二次電池の後処理の完了の情報を受信し（Ｓ１４
１）、その情報をもとに在庫管理として予め登録されている二次電池の情報を修正する（
Ｓ１４２）プログラムを実行する。
【００７３】
　充電スタンド２０は、端末２１と、その端末に接続された二次電池の測定器３と、二次
電池の充放電装置４と、二次電池の保管庫５とを備える。
【００７４】
　端末２１では、主に使用済み二次電池の情報をサーバ１１に送信し、そのサーバから送
信される使用済み二次電池の流通価値を受信して二次電池の交換に対する料金を表示し、
その決済を行う。
【００７５】
　二次電池の測定器３は、端末２１に接続され、主に使用済み二次電池或いはその二次電
池に設けられた記録装置等から出力される情報、例えば、製造番号、製造年月日及びメー
カー等を含む固有情報と充電回数や充電残量等を含む電気的情報等を取得し、端末２１に
その情報を送信する。
【００７６】
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　二次電池の充放電装置４は、端末２１に接続され、主に使用済み二次電池の充放電を行
う。
【００７７】
　二次電池の充放電装置４に端末２１を接続することにより、二次電池の充放電を端末２
１において一元管理でき、さらに充電完了後の二次電池の情報を直ちに二次電池の在庫情
報に反映することが可能となる。
【００７８】
　二次電池の保管庫５は、ネットワークに接続できる端末や保管装置等の機器を備え、充
放電装置４と同様に端末２１に接続され、主に充電済み二次電池の保管を行う。
【００７９】
　二次電池の保管庫５に端末２１を接続することにより、二次電池の保管状況を端末２１
で監視することができ、さらに保管状況を直ちに二次電池の在庫情報に反映することが可
能となる。さらに、二次電池の保管庫５は、二次電池の充放電装置や二次電池の出力装置
を備えても良い。
【００８０】
　また、充電スタンド２０は、端末２１にプログラムを実行させることにより、使用済み
二次電池の状態確認手段２２と、二次電池の流通価値提示手段２３と、二次電池の交換に
対する決済手段２４と、を実現し、さらに、使用済み二次電池の後処理手段２５も実現す
ることができる。
【００８１】
　使用済み二次電池の状態確認手段２２では、端末２１が、充電スタンドに設けられた端
末２１において入力された使用済み二次電池の情報と、この端末２１に接続された二次電
池の測定器３で取得（Ｓ２２１）された使用済み二次電池の情報と、を使用済み二次電池
の流通価値判定手段１２へ送信する（Ｓ２２２）プログラムを実行する。
【００８２】
　二次電池の流通価値提示手段２３では、端末２１が、充電スタンドに設けられた端末２
１において、使用済み二次電池の流通価値判定手段１２において送信された使用済み二次
電池の流通価値と、予め登録された在庫の充電済み二次電池の流通価値と、を受信し（Ｓ
２３１）、それらの流通価値とそれらの流通価値との差をリスト等で表示する（Ｓ２３２
）プログラムを実行する。
【００８３】
　二次電池の交換に対する決済手段２４では、端末２１が、充電スタンドに設けられた端
末２１において、使用済み二次電池の交換に対する料金の支払完了と交換されて在庫に無
くなった二次電池の情報を取得し（Ｓ２４１）、使用済み二次電池の後処理判定手段（１
３）に送信する（Ｓ２４２）プログラムを実行する。
【００８４】
　使用済み二次電池の後処理手段２５では、端末２１が、使用済み二次電池の後処理判定
手段１３において送信された使用済み二次電池の後処理の情報を受信し（Ｓ２５１）、そ
の情報を端末２１に表示する（Ｓ２５２）プログラムを実行する。さらに、端末２１が、
その使用済み二次電池の後処理が完了した後に、使用済み二次電池の後処理反映手段１４
にその後処理の完了情報を送信する（Ｓ２５３）プログラムも実行する。
【００８５】
　図１において、電気自動車１によって充電スタンド２０に持ち込まれた二次電池２は、
二次電池の測定器３に接続され、使用済み二次電池の状態確認手段２２、使用済み二次電
池の流通価値判定手段１２及び二次電池の流通価値提示手段２３の処理を経て、保管庫５
の二次電池と交換される。さらに、二次電池の交換に対する決済手段２４、使用済み二次
電池の後処理判定手段１３及び二次電池使用済み二次電池の後処理手段２５の処理を経て
、充放電処理後保管庫５に保管と判定された二次電池２は、充放電装置４で充放電され、
その後保管庫５において保管される。このとき、使用済み二次電池の後処理手段２５及び
使用済み二次電池の後処理反映手段１４の処理により、その二次電池２は、管理ステーシ
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ョン１１にて在庫登録され、管理される。
【００８６】
　図２は、本発明に係る二次電池流通システムの使用済み二次電池の状態確認手段の全体
の流れを説明する図である。
【００８７】
　使用済み二次電池の状態確認手段では、充電スタンドに設けられた端末２１が、この端
末に接続された二次電池の測定器で使用済み二次電池の情報を取得し（Ｓ２２１）、その
取得された情報と入力された使用済み二次電池の情報を使用済み二次電池の流通価値判定
手段へ送信する（Ｓ２２２）処理のプログラムを実行する。
【００８８】
　使用済み二次電池の状態の確認作業の全体の流れとしては、使用済み二次電池の外観を
目視等で検査し、凹みや液漏れ等明らかに不良品でないと判定された使用済み二次電池に
対して、製造年月日、製造番号及びメーカー等の固有情報を充電スタンドに設けられた端
末に入力し、その端末に接続された二次電池の測定器で使用済み二次電池の充電残量及び
充電回数等の電気的情報を取得し、それらの使用済み二次電池の情報を使用済み二次電池
の流通価値判定手段へ送信する。
【００８９】
　本発明に係る二次電池流通システムの二次電池は、予め規格を統一しておくことが好ま
しい。
【００９０】
　規格を統一することにより、その二次電池の利便性は向上し、交換作業の効率化が図れ
、また、その二次電池の流通価値も飛躍的に上がることが期待できる。
【００９１】
　また、本発明に係る二次電池流通システムの二次電池本体にＩＣチップ等の外部記憶チ
ップ、外部記憶装置及び充電回数や充電残量等の電気的情報を出力する装置等を取り付け
ておくことが好ましい。
【００９２】
　このことにより、使用済み二次電池の状態を確認する作業の効率は大幅に改善でき、本
発明に係る二次電池流通システムの利便性は向上することが期待できる。
【００９３】
　図３は、本発明に係る二次電池流通システムの使用済み二次電池の流通価値判定手段の
全体の流れを説明する図である。
【００９４】
　使用済み二次電池の流通価値判定手段では、サーバ１１が、使用済み二次電池の情報を
受信し（Ｓ１２１）、その情報をもとに予め登録された二次電池の流通価値の基準のデー
タベースから条件に合うデータを照合して抽出し（Ｓ１２２）、その抽出されたデータ及
び在庫にある交換可能な充電済み二次電池の流通価値を二次電池の流通価値提示手段へ送
信する（Ｓ１２３）処理のプログラムを実行する。
【００９５】
　図４は、二次電池の流通価値の基準のデータベースをあらわした例であり、特に図４（
ａ）は二次電池の流通価値のテーブルを、図４（ｂ）は査定項目のテーブルをそれぞれあ
らわした概略図である。
【００９６】
　図４では、二次電池の流通価値の基準のデータベースとして、査定項目（Ｉ，ＩＩ，Ｉ
ＩＩ・・・）毎に対象二次電池の型番とその二次電池の査定項目の情報に対してポイント
（点数）が割り振られたテーブル（これを査定項目のテーブルとし、このテーブルは査定
項目の数だけ存在する。）と対象二次電池の型番とその二次電池のポイントの合計に対し
て流通価値が割り振られたテーブル（これを流通価値のテーブルとする。）をあらわして
いる。
【００９７】
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　このデータベースにおいて、使用済み二次電池の流通価値の判定は、使用済み二次電池
の型番をもとに査定を行って、使用済み二次電池の流通価値が抽出されることになる。
【００９８】
　つまり、図４において、使用済み二次電池（型番：Ｂ、取得された査定項目の情報：Ｉ
（ｎ），・・・）の流通価値の判定では、それぞれの査定項目（Ｉ，ＩＩ，ＩＩＩ，・・
・）のテーブル４１，４２，４３，・・・から使用済み二次電池の型番（Ｂ）とその使用
済み二次電池の査定項目の情報（Ｉ（ｎ））に合致するポイント（ＩＢ（ｎ））を査定項
目毎にそれぞれ抽出し、二次電池の流通価値のテーブル４０から使用済み二次電池の型番
（Ｂ）とそれらのポイントの合計（Ｎ＝ＩＢ（ｎ）＋・・・）に合致するデータ（Ｂ（Ｎ
））を抽出する。このデータベースでは、この抽出されたデータ（Ｂ（Ｎ））が使用済み
二次電池（型番：Ｂ）の流通価値となる。
【００９９】
　ここで、使用済み二次電池の査定項目の情報等は、範囲やクラス分けも可能であり、適
宜代表値等を用いて取り扱うことも可能である。
【０１００】
　図５は、本発明に係る二次電池流通システムの二次電池の流通価値提示手段の全体の流
れを説明する図である。
【０１０１】
　二次電池の流通価値提示手段では、端末２１が、使用済み二次電池の流通価値と予め登
録された在庫の充電済み二次電池の流通価値を受信し（Ｓ２３１）、それらの流通価値と
それらの流通価値の差をリスト等で表示する（Ｓ２３２）処理のプログラムを実行する。
【０１０２】
　図６は、本発明に係る二次電池流通システムの二次電池の交換に対する決済手段の全体
の流れを説明する図である。
【０１０３】
　二次電池の交換に対する決済手段では、充電スタンドに設けられた端末２１が、使用済
み二次電池の交換に対する料金の支払完了と交換されて在庫に無くなった二次電池の情報
を取得し（Ｓ２４１）、それらの情報を使用済み二次電池の後処理判定手段に送信する（
Ｓ２４２）処理のプログラムを実行する。
【０１０４】
　この二次電池の交換に対する決済手段では、銀行等のネットバンキングシステムとの連
携やプリペイドカード及びＩＣカード等による電子決済を行うことも可能である。これに
より、二次電池の交換に対する決済手段の作業効率は大幅に改善でき、本発明に係る二次
電池流通システムの安全性、正確性及び利便性の向上が期待できる。
【０１０５】
　図７は、本発明に係る二次電池流通システムの使用済み二次電池の後処理判定手段の全
体の流れを説明する図である。
【０１０６】
　使用済み二次電池の後処理判定手段では、サーバ１１が、使用済み二次電池の情報を受
信し（Ｓ１３１）、その情報をもとに予め登録された二次電池の在庫の情報を修正する（
Ｓ１３２）処理のプログラムを実行する。さらに、サーバ１１が、その受信した使用済み
二次電池の情報とその修正された二次電池の在庫の情報をもとに、二次電池交換に対する
決済後に使用済み二次電池を充電、修理、在庫不足の充電スタンドへの搬送、廃棄及び業
者への引き渡し等を判定し（Ｓ１３３）、その判定された情報を使用済み二次電池の後処
理手段に送信する（Ｓ１３４）処理のプログラムを実行する。
【０１０７】
　図８は、本発明に係る二次電池流通システムの使用済み二次電池の後処理手段の全体の
流れを説明する図である。
【０１０８】
　使用済み二次電池の後処理手段では、端末２１が、使用済み二次電池の後処理の情報を
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受信し（Ｓ２５１）、その情報を端末２１に表示する（Ｓ２５２）プログラムを実行する
。さらに、端末２１が、その使用済み二次電池の後処理が完了した後に、使用済み二次電
池の後処理反映手段１４にその後処理の完了情報を送信する（Ｓ２５３）プログラムも実
行する。
【０１０９】
　この使用済み二次電池の後処理手段では、管理ステーションにおいて判定された後処理
の情報をもとに、二次電池の後処理を一部自動化することができる。例えば、管理ステー
ションにおいて判定された後処理に応じて自動化されたラインで使用済み二次電池を仕分
けし、使用済み二次電池を充放電する場合は、その二次電池を自動化された充放電装置で
充放電し、その後保管庫或いは他の充電スタンドに運搬するトラック等へ自動的に搬送す
る。このように自動化されると、作業効率は大幅に改善でき、本発明に係る二次電池流通
システムの低コスト化が期待できる。
【０１１０】
　図９は、本発明に係る二次電池流通システムの使用済み二次電池の後処理反映手段の全
体の流れを説明する図である。
【０１１１】
　使用済み二次電池の後処理反映手段では、サーバ１１が、使用済み二次電池の後処理の
完了の情報を受信し（Ｓ１４１）、その情報をもとに在庫管理として予め登録されている
二次電池の情報を修正する（Ｓ１４２）処理のプログラムを実行する。
【０１１２】
　使用済み二次電池の後処理反映手段では、例えば、後処理が完了され在庫可能な充電済
み二次電池に流通価値等を付与し、二次電池の交換可能な在庫情報に追加登録する。
【０１１３】
　図１０は、本発明に係る二次電池流通システムのサーバと端末の処理の全体の流れを示
した図である。
【０１１４】
　本発明に係る二次電池流通システムの端末２０では、情報取得部２１ａにおいて、この
端末に接続された二次電池の測定器３から使用済み二次電池の情報を取得する。また、こ
の端末の情報送信部２１ｂにおいて、その取得された使用済み二次電池の情報とこの端末
に入力された使用済み二次電池の情報をサーバ１１に送信する。
【０１１５】
　よって、本発明に係る二次電池流通システムの使用済み二次電池の状態確認手段２２は
、この端末２１の情報取得部２１ａと情報送信部２１ｂで実施されることになる。
【０１１６】
　また、本発明に係る二次電池流通システムのサーバ１１では、サーバの情報受信部１１
ａにおいて、端末２１から送信された使用済み二次電池の情報を受信する。そして、この
サーバの価値判定部１１ｂにおいて、予めデータベース７ｂに登録された二次電池の流通
価値の基準にその受信された使用済み二次電池の情報を照合し、その情報に合致するデー
タを取得する。そして、このサーバの情報送信部１１ｃにおいて、その取得されたデータ
と情報記憶部７ａに予め記憶されている在庫の交換可能な二次電池の情報を端末２１に送
信する。
【０１１７】
　また、本発明に係る二次電池流通システムの端末２１では、情報受信部２１ｃにおいて
、サーバの情報送信部１１ｃにより送信された二次電池の情報を受信し、情報表示部２１
ｄにおいて、この二次電池の情報及び二次電池の交換料をディスプレイ等に表示する。
【０１１８】
　よって、本発明に係る二次電池流通システムの二次電池の流通価値提示手段２３は、こ
の端末２１の情報受信部２１ｃと情報表示部２１ｄで実施されることになる。
【０１１９】
　また、本発明に係る二次電池流通システムの端末２１では、交換決済部２１ｅにおいて
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、情報表示部２１ｄで表示された二次電池の交換料を決済し、決済後の情報送信部２１ｆ
において、その交換前後の二次電池の情報をサーバ１１に送信する。
【０１２０】
　よって、本発明に係る二次電池流通システムの二次電池の交換に対する決済手段２４は
、この端末２１の交換決済部２１ｅと決済後の情報送信部２１ｆで実施されることになる
。
【０１２１】
　また、本発明に係る二次電池流通システムのサーバ１１では、決済後のサーバの情報受
信部１１ｄにおいて、決済後の情報送信部２１ｆにより送信された交換前後の二次電池の
情報を受信し、処理判定部１１ｅにおいて、交換により引き取った使用済み二次電池の後
処理を判定し、交換後の変更処理部１１ｆにおいて、交換により在庫に無くなった充電済
み二次電池の情報を情報記憶部７ａに予め記憶された在庫の交換可能な二次電池の情報に
反映し、決済後のサーバの情報送信部１１ｇにおいて、その処理判定部で判定された交換
により引き取った二次電池の処理の情報を端末２１に送信する。
【０１２２】
　 よって、本発明に係る二次電池流通システムの使用済み二次電池の後処理判定手段１
３は、このサーバ１１の決済後サーバの情報受信部１１ｄと処理判定部１１ｅと交換後の
変更処理部１１ｆと決済後のサーバの情報送信部１１ｇで実施されることになる。
【０１２３】
　また、本発明に係る二次電池流通システムの端末２１では、決済後の情報受信部２１ｇ
において、決済後のサーバの情報送信部１１ｇにより送信された交換により引き取った二
次電池の処理の情報を受信し、決済後の表示部２１ｈにおいて、その二次電池の処理の情
報をディスプレイ等に表示する。そして、その二次電池の処理が完了した後、この端末の
処理完了送信部２１ｉにおいて、その完了の情報をサーバ１１に送信する。
【０１２４】
　よって、本発明に係る二次電池流通システムの使用済み二次電池の後処理手段２５は、
この端末２１の決済後の情報受信部２１ｇと決済後の表示部２１ｈと処理完了送信部２１
ｉで実施されることになる。
【０１２５】
　また、本発明に係る二次電池流通システムのサーバ１１では、交換後のサーバの情報受
信部１１ｈにおいて、処理完了送信部２１ｉで送信された交換後引き取った二次電池の処
理の完了の情報を受信し、処理完了後の変更処理部１１ｉにおいて、その処理の完了の情
報をもとに、情報記憶部７ａに予め記憶された在庫の交換可能な二次電池の情報を変更す
る。
【０１２６】
　よって、本発明に係る二次電池流通システムの使用済み二次電池の後処理反映手段１４
は、このサーバ１１の交換後のサーバの情報受信部１１ｈと処理完了後の変更処理部１１
ｉで実施されることになる。
【０１２７】
（第２の実施形態）
　図１１は、本発明に係る二次電池流通システムにおいて、二次電池の交換に対する決済
手段が銀行等のネットバンキングシステムと連携する電子決済である構成を表した概略図
である。
【０１２８】
　図１１では、本発明に係る二次電池流通システムにおいてネットワーク６にネットバン
キングシステム５０が接続された構成となっている。
【０１２９】
　予めネットバンキングシステム５０に本発明に係る二次電池流通システムの運営会社と
使用済み二次電池を交換するユーザの口座を開設しておき、本発明に係る二次電池流通シ
ステムの二次電池の交換に対する決済手段２４及び端末２１の二次電池の交換料を決済す
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る交換決済部において、それらの口座を利用して決済を実施する。
【０１３０】
　この電子決済により、本発明に係る二次電池流通システムの安全性、正確性及び利便性
の向上が期待できる。
【０１３１】
（第３の実施形態）
　図１２は、本発明に係る二次電池流通システムにおいて、二次電池の充放電装置及び二
次電池の保管庫に備えられた充放電装置又は出力装置がスマートグリッドに接続された構
成を示す概略図である。
【０１３２】
　二次電池流通システム３０は、第１の実施形態と同様の構成である。その二次電池流通
システム３０の二次電池の充放電装置４及び二次電池の保管庫５に備えられた充放電装置
又は出力装置は、スマートグリッド５３を介して、風力発電システム５１と、太陽光発電
システム５２と、に接続されている。
【０１３３】
　スマートグリッド５３は、送電線、変電所や配電線等を含む送電網と、発電所や電力の
消費者等を管理するサーバ５５と、端末５６とを備える。サーバ５５と端末５６は、ネッ
トワーク６に接続されている。
【０１３４】
　サーバ５５は、スマートグリッド５３に接続された二次電池の充放電装置４、二次電池
の保管庫５に備えられた充放電装置又は出力装置、風力発電システム５１及び太陽光発電
システム５２の状況を監視し、最適な電力の供給経路を決定する。例えば、充放電装置４
で二次電池を充電する場合、サーバ５５は、ネットワーク６により、まず、充放電装置４
に所定の電力量を送電する依頼の信号を受ける。そして、サーバ５５は、風力発電システ
ム５１及び太陽光発電システム５２等を含む発電所の現在の発電量を確認し、電力の供給
に余力が有る発電所を一箇所以上選択する。そして、サーバ５５は、選択した発電所から
充放電装置４までの送電経路であって、最短で電力量の損失が少ない等の条件に合致する
送電経路を決定して、電力の送電を実施する。この送電経路は、充放電装置４の必要な電
力量や発電所の発電量等に応じて電力の送電中であっても変更され得る。
【０１３５】
　また、充放電装置４に接続された二次電池や保管庫５に保管された二次電池を電源とし
て、スマートグリッド５３に電力を供給することも可能である。
【０１３６】
　なお、スマートグリッド５３には、二次電池の充放電装置４及び二次電池の保管庫５に
備えられた充放電装置又は出力装置以外の電気機器等が接続されていても良い。
【０１３７】
　スマートグリッドにより、天候等の影響を大きく受ける風力や太陽光等の再生可能なエ
ネルギーを用いる発電、例えば、風力発電システムや太陽光発電システムの発電を効率良
く二次電池の充電に利用することができ、さらに、二次電池に蓄えられた電気を有効に利
用することができる。そのため、賦存量が一定で再生不可能なエネルギー資源である石炭
や石油等の枯渇性エネルギーの消費を抑え、また、二酸化炭素の排出も抑え、省エネルギ
ー対策及び環境対策の効果が期待できる。
【産業上の利用可能性】
【０１３８】
　本発明に係る二次電池流通システムでは、二次電池自体に流通価値を付与することによ
って、従来の二次電池交換システムよりも、より効果的に二次電池の流通が可能となり、
また、一連のシステム化によって二次電池の交換から決済、二次電池の後処理までの作業
の効率化を図れ、コストの低減化及び二次電池の流通の促進が期待できる。また、二次電
池の普及によって、省エネ対策及び環境対策の改善につながることが期待できる。
【０１３９】
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　従って、本発明が実施された場合の産業上の利用可能性は極めて大きい。
【符号の説明】
【０１４０】
　１　電気自動車
　２　二次電池
　３　二次電池の測定器
　４　二次電池の充放電装置
　５　二次電池の保管庫
　６　ネットワーク
　７　管理データ
　７ａ　情報記憶部
　７ｂ　データベース
　１０　管理ステーション
　１１、５５　サーバ
　１１ａ　サーバの情報受信部
　１１ｂ　価値判定部
　１１ｃ　サーバの情報送信部
　１１ｄ　決済後のサーバの情報受信部
　１１ｅ　処理判定部
　１１ｆ　交換後の変更処理部
　１１ｇ　決済後のサーバの情報送信部
　１１ｈ　交換後のサーバの情報受信部
　１１ｉ　処理完了後の変更処理部
　１２　使用済み二次電池の流通価値判定手段
　１３　使用済み二次電池の後処理判定手段
　１４　使用済み二次電池の後処理反映手段
　２０　充電スタンド
　２１、５６　端末
　２１ａ　情報取得部
　２１ｂ　情報送信部
　２１ｃ　情報受信部
　２１ｄ　情報表示部
　２１ｅ　交換決済部
　２１ｆ　決済後の情報送信部
　２１ｇ　決済後の情報受信部
　２１ｈ　決済後の表示部
　２１ｉ　処理完了送信部
　２２　使用済み二次電池の状態確認手段
　２３　二次電池の流通価値提示手段
　２４　二次電池の交換に対する決済手段
　２５　使用済み二次電池の後処理手段
　３０　二次電池流通システム
　５０　ネットバンキングシステム
　５１　風力発電システム
　５２　太陽光発電システム
　５３　スマートグリッド（送電網システム）
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